
30 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 31 (31) 33 (33) 34 (34) 34 (34) 32 (32) 32 (32)

本 8 (8) 8 (8) 8 (8) 8 (8) 8 (8) 8 (8)

本 9 (9) 9 (9) 9 (9) 10 (10) 9 (9) 9 (9)

本 14 (14) 16 (16) 17 (17) 16 (16) 15 (15) 15 (15)

本

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

4,027 4,012
参　　考

１時間あたりの平均人件費 4,194

魚津市の人口（各年度12月末時点） 43,555 43,152 42,706

4,382 4,181 4,111

11,582

14,405

2,659

44,036

2,653 2,649
効 率 性
指　　標

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 426,912 382,830

2,822

482,804

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費）

42,340

8,659 11,403

6,009 8,744

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　同　　上

401,763 369,776 606,902

6,658
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上

市民１人あたりにおける施策の
円 7,110 6,109

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

円 2,585 2,680

42,132

77 80 81

113,825 114,476 113,135 112,595 118,916

141,804 253,566

円 9,695 8,790 9,310

116,736

246,767

施策の
トータルコスト

区　　分 25年度実績 26年度実績 27年度実績 28年度実績

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 71,173

29年度実績 30年度実績

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 148,516 143,489

78

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 27,140 26,640 27,380 27,520 27,960 29,640

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 71 71

基本事業① 学び続ける環境づくり

基本事業② 地域の教育力の向上

基本事業③ 博物館の充実

基本事業④

313,087 266,093 287,287 256,641 370,209

150,482

487,986

17,731 16,717 142,928

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 93,398 104,727 94,669 97,106 99,926

平成

基本目標№ 4 基本目標名 人と文化を育むまち

施 策 № 30 施 策 名 生涯学習の推進

主管課名 生涯学習・スポーツ課

関係課名 地域協働課、図書館、水族博物館、埋没林博物館

施策が目指す
すがた

・生涯にわたり、個々のライフステージに応じ、学ぶことへの意欲や教養を高めています。
・人と人とのつながりを深めながら学びの輪を広げ、地域活動に参加しています。
・図書館や博物館から情報が発信され、多くの人が生涯学習の場として活用しています。

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

98,291

17,877 42,136

施策の成果向
上に向けての

住民と行政との
役割分担や地
域等への期待

など

市　　民
・

事 業 所

・生涯学習事業に積極的に参加します。
・自分の経験や学習した成果を地域における教育活動に活かします。

行　　政 ・市民の生涯学習の場の確保、機会、情報の提供を行います。

そ の 他
（地　　域）

施策を実行す
るうえで基本と

なる事業
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1 ○

2

3

4 ○

5

6

7 ○

8 ○

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 0

合　　計 99,540,720 98,290,836 1,249,884

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

生涯学習・スポーツ課

一般会計 図書館一般管理事業 31,014,000 30,905,791 108,209 - 図書館

一般会計 視聴覚ライブラリー事業

一般会計 図書館資料収集保存提供事業 14,156,000 13,792,249 363,751 Ａ

0

一般会計 青年活動パワーアップ事業 567,000 274,102 292,898

生涯学習・スポーツ課

一般会計 生涯学習教室等事業 684,000 526,740 157,260 Ｂ 生涯学習・スポーツ課

一般会計 生涯学習振興事業

212,000 210,038 1,962 -

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成30年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 新川学びの森天神山交流館運営事業 49,905,720 49,905,720 0 Ｂ

- 生涯学習・スポーツ課

図書館

一般会計 図書館教養・普及事業 366,000 303,344 62,656 Ａ 図書館

2,636,000 2,372,852 263,148 -

生涯学習・スポーツ課

23.0

7.90 8.20 8.50

6.48 6.44 6.57

7.30

24.8 27.8 19.4
生涯学習に取り組んでいる市民の割合 ％ 20.8 22.2 23.2

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

23.5 24.0 24.5 25.0

7.60

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H30年度 H31年度 H32年度
(最終目標年度)

市民一人あたり図書館貸出冊数 冊 7.84 7.14 6.91

生涯学習の推進

平成30年度における
主な事業内容（活動内容）

【新川学びの森天神山交流館運営事業】
・施設の利用拡大と公共施設再編方針に基づく施設の一部廃止を見据え、魚津官民連携地域プラットフォームを活用し、幅広い官民
連携手法の検討と可能性を探るため、サウンディングやワークショップ等を開催しました。また、老朽化に伴う計画的な修繕等を前年
度に引き続き実施しました。
【青年活動パワーアップ事業】
・地域活動の担い手として期待される青年活動の活性化のため、魚津の若者を紹介する青年取材誌「YOU～vol.５～」を発刊するとと
もに、全戸配布しました。
【生涯学習振興事業】
・社会教育委員会議を年１回開催し、社会教育関連事業への意見等の提言を受けました。
【生涯学習教室等事業】
・学びのきっかけ及び成果発表の機会をつくるために、生涯学習教室や生涯学習フェスティバルなどを開催しました。
【図書館資料収集保存提供事業】
・図書や雑誌、視聴覚資料等を収集保存するとともに、市民や利用者に提供しました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 30 施 策 名

基本事業の目的（意図） 学びやすい環境を整備することにより、多くの人が生涯学習を行います。

基本事業名 ①学び続ける環境づくり
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1 ○

2

3

4 ○

5 ○

6

7

8 ○

9

10 ○

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合　　計 191,762,000 142,928,342 48,833,658

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

生涯学習・スポーツ課

一般会計 地域拠点施設整備事業(施策1②再掲) (0) (0) (0) - 地域協働課

一般会計 家庭教育事業

0

0

0 Ｂ

0

生涯学習・スポーツ課

一般会計 友好親善都市児童交流事業 994,000 26,345 967,655 - 生涯学習・スポーツ課

一般会計 女性教育事業

一般会計 成人式事業 1,008,000 907,012 100,988 -

357,000 33,628 323,372 -

- 地域協働課

生涯学習・スポーツ課

一般会計 青少年教育事業 865,000 857,436 7,564 Ｂ 生涯学習・スポーツ課

135,529,864 90,594,036 44,935,828 -

地域協働課

一般会計 公民館一般管理事業 39,019,136 37,426,964 1,592,172

地域協働課

一般会計 公民館活動振興事業 11,041,000 10,684,360 356,640 Ａ 地域協働課

一般会計 公民館大規模修繕事業（公民館施設整備事業）

450,000 450,000

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成30年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 放課後子ども教室推進事業 2,498,000 1,948,561 549,439 Ａ

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度
(最終目標年度)

137,100
地区公民館利用者数 人 134,317 136,257 139,915

136,800 137,400 137,700 138,000

149,606 152,098 146,892

基本事業名 ②地域の教育力の向上

基本事業の目的（意図） 公民館で、様々な年代の住民同士が互いに学び合い、仲間づくりを行います。

平成30年度における
主な事業内容（活動内容）

【放課後子ども教室推進事業】
・公民館において、遊び、伝統芸能、サークル活動を実施し、放課後と土曜日のこどもたちの安全・安心な居場所を確保しました。（計
16教室）
【公民館一般管理費】
・公民館が有効に利用されるよう、職員を配置し、施設の維持管理を行いました。
【公民館活動振興事業】
・各地区の社会教育振興会に委託し、高齢者学級をはじめとする各種公民館教室を開催するとともに、地区運動会などの地域住民
の交流事業を実施しました。
【青少年教育事業】
・少年補導センターによる補導活動を警察と協力しながら行うとともに、青少年育成市民会議による青少年の健全育成のための実践
活動や市民への普及啓発・広報活動を行いました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 30 施 策 名 生涯学習の推進
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19

20

21

22

23

24

25

26

0
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合　　計 269,526,868 246,767,397 22,759,471

0

0

0

(755,000) (754,904) (96) -

0

埋没林博物館

0

一般会計 ジオパーク普及事業(施策10①再掲)

0

70,000 69,572 428 -

0

埋没林博物館

一般会計 埋没林博物館調査研究事業 1,053,068 910,336 142,732 - 埋没林博物館

一般会計 埋没林博物館教室事業

- 水族博物館

一般会計 埋没林博物館展示事業 312,800 303,898 8,902 Ａ 埋没林博物館

水族館事業特別会計 水族博物館観客誘致事業(施策9②再掲) (2,561,000) (2,087,713) (473,287)

水族博物館

水族館事業特別会計 利子 709,000 19,444 689,556 - 水族博物館

水族館事業特別会計 元金

Ａ 埋没林博物館

予算なし 水族館事業特別会計繰出金 118,207,000 105,077,000 13,130,000 -

760 -

水族博物館

一般会計 蜃気楼ネットワーク事業 62,000 60,722 1,278

水族博物館

水族館事業特別会計 水族館施設整備事業 12,400,000 12,239,640 160,360 Ａ 水族博物館

水族館事業特別会計 水族館ホームページ運用事務

水族館事業特別会計 水族館企画展事業 1,989,000 1,501,918 487,082 Ａ

1,945,000 1,944,383 617 -

Ｂ 生涯学習・スポーツ課

水族博物館

水族館事業特別会計 水族館博物館事業 9,369,000 8,608,479 760,521 Ａ 水族博物館

108,128,000 103,600,847 4,527,153 -

生涯学習・スポーツ課

一般会計 歴史民俗博物館企画展事業 1,000,000 603,985 396,015

水族博物館

水族館事業特別会計 水族館施設管理事務 5,500,000 4,561,036 938,964 - 水族博物館

水族館事業特別会計 水族館一般管理事業

267,000 266,240

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成30年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 歴史民俗博物館管理事業 8,515,000 6,999,897 1,515,103 -

39 40

39 36 39

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度
(最終目標年度)

201,000
博物館合計入場者数 人 178,540 184,326 197,432

199,000 203,000 205,000 207,000

191,414 188,258 200,215

博物館の企画展と学習会の開催回数 回 31 29 33
36 37 38

基本事業名 ③博物館の充実

基本事業の目的（意図） 生涯学習施設として博物館が役割を果たします。

平成30年度における
主な事業内容（活動内容）

【歴史民俗博物館管理事業】
・隣接する「花の森・天神山ガーデン」と様々な連携を図りながら、来館者の増加に努めました。
【歴史民俗博物館企画展事業】
・郷土の豊かな歴史と文化を知り、生活の移り変わりを学ぶ機会として、また、米騒動から100年を向かえることから「米騒動から100
年　魚津の米騒動」展を６～11月までの５ヶ月間の長期間にわたり開催しました。併せて、市内全小学校の６年生を対象に博物館見
学会を実施し、米騒動を中心としたふるさと教育の充実を図りました。
【水族館企画展事業】（計２回）
・春は企画展「カニ展」を、夏は企画展「カエル展」を開催しました。
【水族館博物館事業】（計22回）
・サポーター活動（５回）、魚津水辺の調査隊活動（２回）、ワークショップ（９回）、特別展示（３回）、ホタルイカ発光実験（15日間）、発
光実験サマーバージョン（６日間）や期間限定のシロエビ展示（11日間）を行いました。
【蜃気楼ネットワーク事業】
・蜃気楼交流会（特別講演会、研究発表会）を開催し、全国からの参加者との情報交流を行いました。
【埋没林博物館教室事業】
・博物館教室として「クリスマスリースをつくろう」「冬の蜃気楼ウォッチングとおもしろ実験」等の講座を開催しました。
【埋没林博物館展示事業】
・「魚津ナチュラルギャラリー18」「魚津の海岸ものがたり」等の企画展を開催しました。
【ジオパーク普及事業】（再掲）
・「洞杉の謎に迫る！南又谷ウォーキング」等の普及講座の開催、「ジオめぐりマップ」の配布等を行いました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

施 策 № 30 施 策 名 生涯学習の推進
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施 策 № 30 施 策 名 生涯学習の推進

平成30年度の
評価結果（基本
事業の成果を
考慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①学び続ける環境づくり】
◆自ら生涯学習に取り組んでいる市民の割合は、前年度に比べて7.9ポイント減少し、19.4％になりました。
◆市内各公民館、天神山交流館、新川文化ホール、みどり野高校で生涯学習講座を開催しており、他市に劣らない充実した環境が整っています。
◆市民一人当たりの図書貸出冊数は、前年度に比べて0.13冊増加し、6.57冊となりました。県内市の平均（平成29年度）は、4.62冊です。

【②地域の教育力の向上】
◆地区公民館の利用者数は、146,892人（前年度比5,206人減）となりましたが、今年度も目標値を上回っています。

【③博物館の充実】
◆埋没林博物館の入館者数は、前年度に比べ9,204人増加し、40,954人となりました。
◆歴史民俗博物館の入場者数は、前年度に比べ995人減少し、6,446人となりました。
◆水族博物館の入館者数は、152,815人で前年度より3,748人増加し、前年対比102.5％となりました。なお、有料入館者数は、リニューアル前は10～
11万人程度でしたが、平成26年度以降は12万人台を確保しています。
◆博物館の合計入場者数は、前年度に比べ11,957増加し、200,215人となりました。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（平成30年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①学び続ける環境づくり】
◆市内の生涯学習関連施設と連携を密にしながら、市内全体の生涯学習教室等の開催状況の把握等に努め、本市における学習ニーズの把握や教
室の在り方等について検討や見直しを行います。
◆新川学びの森天神山交流館では魅力向上や活性化に向け、施設の一部の利活用について民間事業者へ公募を行います。
◆図書館では、利用者数、貸出冊数の増加を図るため、市民ニーズにあった資料の充実と図書館利用のPRを行います。

【②地域の教育力の向上】
◆公民館活動に地域への郷土愛を高め、地域の活性化を図る事例を学び、地区公民館の利用者増を図っていきます。
＜地域拠点施設整備事業＞（再掲）
◆大町、上野方、上中島、松倉各地区の拠点施設（公民館）の整備に関して、引き続き、地域の関係者と協議していきます。

【③博物館の充実】
◆埋没林博物館では、蜃気楼の動画等のコンテンツを充実させるとともに、InstagramやFacebook等も活用し、情報発信を強化していきます。また、カ
フェや木育キッズスペース等を活用した事業により、入館者が無料エリアからさらに有料エリアへ進むよう努めます。
◆歴史民俗博物館においては、「タテモン行事」、米騒動や越中三大山城といわれる松倉城などをテーマに、企画展や展示等の充実と市民が訪れた
くなるような工夫等に取り組みます。
◆水族博物館では、県と連携しリュウグウノツカイ等の深海生物の調査研究を進め、小中学生や一般の方に分かりやすく伝える研究発表会やシンポ
ジウムといったイベントを行うことで、富山湾の魅力を発信します。
◆新たな入館者の掘り起こしを行うため、「孫とおでかけ事業」を水族博物館でも実施します。
◆社会教育施設等を計画的で効率的に維持運営していくためにも、個別施設の長寿命化計画等の策定を検討していきます。

【①学び続ける環境づくり】
＜生涯学習教室等事業＞
◆学び続ける環境づくりとして、初心者を対象とした生涯学習教室を延べ13教室開催（129名受講）しました。また、生涯学習の成果を発表し参加者相
互の交流を推進するため、生涯学習フェスティバル（３月）を開催しました。
＜青年活動パワーアップ事業＞
◆地域における青年活動が停滞する中にあって、青年取材誌発行の取組は、同じ年代の青年にとっての刺激や交流のきっかけづくりとして実施しま
した。
＜学びの森天神山交流館運営費＞
◆新川学びの森天神山交流館の更なる魅力向上や活性化に向け、民間と連携した事業や新たなターゲットの確保、新たな機能の拡充等について、
サウンディング調査等を実施し、民間事業者等の意見を伺いながら、その可能性について検討してきました。

＜図書館教養・普及事業＞
◆図書館では、米騒動100周年記念事業、古文書解読会等各種教室、ふるさと文学講座、おはなし会等を延べ176回開催し、延べ3,028人が参加しま
した。資料や図書等の展示を29回開催しました。地域包括支援センター等と協力し、本を活用した認知症予防講座を開催しました。

【②地域の教育力の向上】
＜公民館活動振興事業＞
◆地区公民館においてそれぞれの地区の特性を活かした事業（高齢者学級、公民館教室、地域異世代交流）を実施し、地域住民の学習意欲の向上
と地域の活性化につながりました。

【③博物館の充実】
＜歴史民俗博物館管理事業、歴史民俗博物館企画展事業＞
◆歴史民俗博物館では、企画展を１回開催するとともに、市内全小学校６年生を対象に、企画展の見学会を６～７月に実施しました。
＜水族博物館事業＞
◆ホタルイカ発光実験、発光実験サマーバージョンは、非常に人気が高いイベントであり、また、「うおすいファミリウム」において企画展やワークショッ
プを実施したことや、HPやInstagramを利用してイベント等の情報発信を強化したことも、入館者の確保につながりました。さらに、リュウグウノツカイ等
の深海生物が数多く発見され、マスコミ等に取り上げられたことも入館者の増につながりました。
＜埋没林博物館博物館教室事業、埋没林博物館調査研究事業、埋没林博物館展示事業＞
◆埋没林博物館の賑わい創出のためカフェや木育キッズルーム等を整備し、平成30年4月14日リニューアルオープンしました。
◆新たな入館者の掘り起こしを行うため富山市が主管となって実施している「孫とおでかけ事業」の連携市に加入し、入館者の増につながりました。
◆埋没林博物館では、主として魚津市民を対象に、年12回の博物館教室等の講座を実施し、郷土の自然とふれあいを通して、その重要性や意義へ
の理解を深めました。
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部会評価
（協議結果、今
後の方針及び
課題等につい

て記載）

◆市内における生涯学習教室等の開催状況等を把握しながら、生涯学習のニーズ等を把握すること。
◆地区公民館においてそれぞれの地区の特性を活かした事業を実施し、誰もが学びやすい環境づくりに努めるとともに、地域住民の学習意欲の向上
と地域の活性化を図ること。
◆学びの森交流館での生涯学習教室や図書館での各種教室は、多くの市民が参加する魅力的なものとすること。
◆博物館は、調査研究の結果を踏まえ、さらなる展示の充実や積極的な情報発信により、来館者の増加に努めること。

施策の方針
（今後の事務の
取組みの参考）

◆市民が幅広く生涯学習活動を行うことができるよう、誰もが学びやすい環境づくりを進めます。
◆地区の特性を活かした事業などを通じて、地域住民の学習意欲の向上を図ります。
◆図書館、埋没林博物館、水族博物館は、展示やサービスの充実や積極的な情報発信を行うとともに、さらなる利用者増や収入増に向けた取組みを
推進します。
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